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目 標 ・個人及び社会生活における健康・安全についての理解を深める。 
・生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。 

大切に育て 
た い も の 

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

健康・安全について関心

を持ち、意欲的に学習に

取り組もうとする姿勢。 

健康・安全に関する諸問

題について、総合的に考

え、判断し、表す力。 

健康・安全に関する諸問題につ

いて、それらの解決に役立つ基

礎的な知識の理解。 

学期 考査 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

一 
学 
期 

期末 

○私たちの健康のすがた 
○健康のとらえ方 
○健康と意思決定・行動選択 
○健康に関する環境づくり 
○生活習慣病とその予防 
○食事と健康 
○運動と健康 
○休養・睡眠と健康 

○我が国の健康水準の向上と疾病構造の変化と、様々

な健康の考え方を理解できるようにする。 
○健康を保持増進するための意思決定や行動選択に

ついて理解し、ヘルスプロモーションに基づいた環

境づくりの重要性を理解できるようにする。 
○生活習慣病を予防し、健康を保持増進するために

は、適切な食事、運動、休養及び睡眠など健康的な

生活習慣を実践することが必要であることを理解

できるようにする。 

二 
学 
期 

期末 

○喫煙と健康 
○飲酒と健康 
○薬物乱用と健康 
○現代の感染症 
○感染症の予防 
○性感染症・エイズとその予防 
○欲求と適応規制 
○心身相関とストレス 
○ストレスへの対処 
○心の健康と自己実現 

○喫煙、飲酒や薬物乱用の健康や社会への影響につい

て理解する。また、それらの防止について、社会で

の対策を含め理解できるようにする。 
○感染症や性感染症の発生や流行について理解し、こ

れらの予防には、正しい情報の発信、予防接種の普

及など社会的対策と共に、個人の取り組みが必要で

あることを理解できるようにする。 
○精神機能は、大脳よって統一的・調和的に営まれて

いることを理解し、欲求や適応機制の働きについて

理解できるようにする。 
○人間の精神と身体は密接な関係を持っていること

を理解し、過度のストレスが心身に影響することを

理解できるようにする。また、適度なストレスの必

要性や、ストレスへの対処法を見つけることの重要

性についても理解できるようにする。 
○自己実現の欲求と精神の健康との関係を理解する。 

三 
学 
期 

期末 

○交通事故の現状と要因 
○交通社会における 

運転者の資質と責任 
○安全な交通社会づくり 
○応急手当の意義とその基本 
○心配蘇生法 
○日常的な応急手当 

○交通事故の現状と、その防止について社会環境など

の対策を含め理解できるようにする。 
○応急手当の意義を理解し、自ら進んで行う態度を身

に付けられるようにする。 
○心肺蘇生法やＡＥＤの使用、また日常起こる障害な

どへの対処法を理解できるようにする。 

評 価 の 方 法 定期考査、日常の学習意欲や態度 
学習活動の特徴 主として講義形式とグループによる学習活動 
授 業 の 形 態 クラス単位での授業 
使 用 教 科 書 現代高等保健体育（大修館書店） 
使 用 副 教 材 なし 
用 意 す る も の ノート 
備 考  

 


